










































リーグに属するチーム集合を L とし，そのチーム数を n とする．リー
グLの全チーム間のこれまでの勝敗記録と残り試合数が与えられている
とし，wij をチーム i ∈ Lのチーム j ∈ Lに対する現時点での勝数，gij
をチーム i, j 間の残り試合数とする（w およびg は対角成分が0である
n次正方行列，特に後者は対称行列と考えてよい）．いま，チーム i ∈ L
のチーム j ∈ L に対する今後の勝数を xij と表すことにすると，
xij + xji ≤ gij, xii = 0, xij ≥ 0 (∀i, j ∈ L)







の）であるとする．このとき簡単な例として，チーム a ∈ L の第 k 位
クリンチ数は，チーム a が今後引き分けることなく，かつ m 個のうち
のいずれかの基準でチーム a より上位の成績を持つチームが k 個存在
するという制約条件のもとで，チーム a の今後の勝数∑j∈L xajの最大
値 z̄ を求めることにより得られる（この最大化問題に許容解がなければ
既に第 k 位以上が確定していることになるし，z̄ が残り試合数と等しけ
れば今後全勝しても第 k + 1 位以下の可能性があることになり，そうで
なければ第 k 位クリンチ数は z̄ + 1 となる）．最大値を与えるシナリオ




例えば m = 4 の場合，チーム i ∈ L に対する各順位判定基準の値を
(C1)i ～(C4)i で表すことにすると，チーム a ∈ L の第 k 位クリンチ数
を求める問題（第 k 位クリンチ問題）は次のような構造を持つ。双対な



























δi teams exist st (C1)a = (C1)i, (C2)a = (C2)i,
(C3)a = (C3)i, (C4)a ≤ (C4)i
αa = βa = γa = δa = 1,
∑
i∈L
(αi + βi + γi + δi) = 4n− k
上下界の多層構造の活用
Only 1st block with ≤
1st block (with <) & 2nd block with ≤
True constraint set
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